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《市新人体育大会・ｽｸｰﾙﾊﾞﾝﾄﾞﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ》

１０月５日（土）市内各会場において、田原市中学校新人体育大会が行われました。夏の大会後 3年

生が引退し約２ヶ月半、新チームで練習してきた成果を競いました。各校ともまだ力が安定せず、流れ

が行ったり来たり。大逆転、延長戦等様々な試合展開でした。最後まで諦めず全力で取り組み、どの部

も賞状を得ることができました。夏に向けて多くの課題が把握できたので、しっかり練習して力を高め

て欲しいと思います。 

９月２８日(土)渥美文化会館において田原市スクールバンドフェスが開催されました。市内 4 中学校

と 2高校の吹奏楽部が、練習の成果を披露しました。本校は 3曲発表しました。1曲目は「宮崎駿アニ

メメドレー」。２曲目は嵐の「Happiness」。新チームは歌姫でなく、プリンスが登場。爽やかな歌声を

会場に響かせました。３曲目は「Under the Sea」。動きながら演奏するダンプレに、会場は大いに盛り

上がりました。 
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《キャプテンの振り返り》 
〈吹奏楽部〉 

新チームになって初めての発表の場なので、みんな緊張していたのか、

移動が遅かったり周りが見えなくなったりした。部長として声掛けをして

いたが、やはり３年生がいなくなると、演奏も行動も全て下がってしまう

のかなと反省することが多かった。今後の大会や地域の行事では、行動を

早くし、みんながミーティングで決めたことができるようにしたい。 

〈野球部：3位〉 

結果は負けてしまった。しかし優勝した福江中に、タイブレークまで持

っていくことができた。ベンチの雰囲気がとても良く、自然と声が出てい

た。優勝まであと一歩。自分自身もチームもたくさん課題があるので、一

つずつ練習し力をつけていきたい。 

〈ソフトボール部：優勝〉 

新チームになって２ヶ月。初めての市内大会で優勝することができた。

結果だけ見ると良い結果だが、失点も多かった。ピッチャーを助けること

ができず、苦しい試合展開だった。チームの雰囲気や声で何とか勝つこと

ができた。個人の力やチーム全体の雰囲気など、まだまだ足りないことが

たくさんある。しっかり練習して、私たちはもっと強くなる。 

〈剣道部：団体 2位〉 

新人戦で欠けていると思ったことは、チームワークだ。今回の大会で規

定外の竹刀を使ってしまうということがあった。これは、チームみんなで

声を掛け合っていれば防げたと思う。今後はチームの絆を今よりもさらに

深め、チーム一丸となって夏の大会に向けて歩み続けていきたい。 

〈男子バレーボール部：優勝〉 

最初の目標である、市内大会優勝を達成することができた。初めての市

内大会で緊張することもあったけど、強気で攻めることができた。どんな

状況でも声を出すことを忘れず、次の目標である東三大会優勝目指して頑

張る。 

〈女子バレーボール部：3位〉 

新人戦優勝を目標に、日々練習に励んできた。３位という結果で終わっ

た。予選ではチームの武器であるサーブや声を使い、自分たちの流れにも

っていくことができた。２勝し予選を１位で通過したものの、惜しくも準

決勝で負けてしまった。私たちのバレーはまだ終わっていない。この大会

で得たものを大事にし、努力と技術をもっと積み重ねていき、今よりもっ

と強くなってみせる。 

 

１０月１１日（金）田原市中学生英語スピー

チコンテストが行われました。今年度も暗唱の

部とパフォーマンスの部でスピーチ力を競い

ました。本校から 2名の生徒が暗唱の部にエン

トリーし、２人とも「Ｍother’s Lullaby(母親

の子守歌)」という作品を発表しました。原爆が落とされた日に母親代わりに子守歌を歌いながら亡くなった

少女を思い出すという内容です。同じ作品でも、それぞれ違った表現の工夫に、聴衆は聞き入っていました。 

 


